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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次  
第55期

第１四半期連結
累計期間

会計期間  
自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

営業収益

（うち受入手数料）
（百万円）

1,476

(577)

純営業収益 （百万円） 1,475

経常利益 （百万円） 446

四半期純利益 （百万円） 431

四半期包括利益 （百万円） 818

純資産額 （百万円） 11,805

総資産額 （百万円） 99,633

１株当たり四半期純利益金額 （円） 69.84

潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額
（円） 68.73

自己資本比率 （％） 11.8

自己資本規制比率 （％） 684.1

　（注）１．当社は、当第１四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前第１四半期連結累計期間

及び前連結会計年度の経営指標については、記載しておりません。

　　　　２．当社は、四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

３．営業収益には、消費税等は含んでおりません。　

４．営業収益より金融費用を控除したものを純営業収益として計上しております。 
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の子会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　なお、当社は当第１四半期連結会計期間において、Invast Financial Services Pty Ltd.を連結子会社といたしま

した。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて新たに発生

した事業等のリスクは、次のとおりであります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

　

（海外での事業展開について）　

　当社は、平成25年２月にオーストラリアに子会社を設立し、７月より事業を開始しております。

　今後、現地における法的規制を受ける可能性や、市場動向・為替変動等の影響を受け、子会社の事業展開に影響が出

た場合、当社グループの業績及び財務状況等に影響を与える可能性があります。　

　

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　当社は、当第１四半期連結会計期間より海外子会社「Invast Financial Services Pty Ltd.」を連結子会社とし、

四半期連結財務諸表を作成しております。作成初年度にあたり、前年同四半期比及び前事業年度末比については記

載しておりません。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各種の金融政策や経済対策の効果や海外経済が緩やかながら

も成長率が高まっていることを背景として持ち直しの兆しが表れ始めました。

景気動向を顕著に表わす鉱工業生産指数は、昨年の12月以来５ヶ月連続で上昇し、また、輸出はやや景気に変調の

兆しが見られた対中国向けを除き、円安効果も手伝い底堅くなっています。

また、国内物価についても６月発表の５月消費者物価指数は７ヶ月ぶりにマイナス圏を脱しており、今後も円安

に伴う輸入物価の上昇や景気回復による需要増が見込めることなどから増加幅の拡大が見込まれています。

外国為替市場は、４月４日の日銀による「量的・質的金融緩和」の導入を受けて、再度、円安基調を強めました。

前年度末に94円台だったドル円は、アベノミクスに対する期待や好調な米国経済指標を背景に約４年ぶりに100円

を突破すると、５月22日には一時103円台まで上昇しました。

しかし、世界的に株式市場が調整局面に入ると、リスク回避のために為替市場の投機資金は円に回帰することと

なり、ドル円は６月中旬には93円台まで下落する場面もありました。

株式市場は、アベノミクスへの期待から、債券から株式への資金シフトが顕著となり、日経平均は５月下旬には

2007年12月以来となる15,000円台を回復しました。しかし、円高の進行や年初からの一本調子の上昇への反動から、

６月中旬には一時12,400円台まで下落する場面もありました。

　このような経済状況のもとで、当社が平成23年11月よりサービスを開始したＦＸ自動売買サービス「シストレ

24」の総口座数は、平成25年４月に４万口座を突破いたしました。

　５月には、「ＦＸ24（裁量トレード）」と「シストレ24（ＦＸ自動売買サービス）」において、実際の資金を使っ

たリアルトレードコンテストである第３回「リアルトレード！24（にーよん）グランプリ」を開催し、多くのお客

様にご参加いただきました。

　こうして、当第１四半期連結累計期間の店頭ＦＸ「ＦＸ24」及び「シストレ24」によるトレーディング益は、８億

94百万円となりました。　

　また、取引所ＦＸ「くりっく365」においても、市場が活況を呈し、当第１四半期連結累計期間の取引所ＦＸ取引の

受取手数料は、５億38百万円となりました。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の営業収益は14億76百万円となり、これから金融費用０百万円を差し引

いた純営業収益は14億75百万円となりました。

　販売費・一般管理費は全体で10億67百万円、営業収益から販売費・一般管理費を差し引いた営業利益は４億７百

万円、経常利益は４億46百万円、四半期純利益は４億31百万円となりました。　

　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　

① 取引所ＦＸ取引

　取引所ＦＸ取引事業（くりっく365）による純営業収益は４億35百万円となり、セグメント利益は２億51百万円

となりました。

　　

② 店頭ＦＸ取引

　店頭ＦＸ取引事業（ＦＸ24・シストレ24）による純営業収益は８億82百万円となり、セグメント利益は１億38百

万円となりました。　

　

③ その他

　その他の事業（くりっく株365・ＣＦＤ）による純営業収益は29百万円となり、セグメント利益は17百万円とな

りました。なお、ＣＦＤは平成25年９月13日をもってサービスを終了予定であり、平成25年４月29日以降、新規の売

買注文を停止しております。

　

各セグメントにおける純営業収益は、取引所清算手数料等の取引関係費と相殺表示しております。

詳細は、「注記事項（セグメント情報等）」をご参照ください。　
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　主要な収益・費用等の状況は次のとおりであります。

　

① 受入手数料

当第１四半期連結累計期間の受入手数料の合計は５億77百万円となりました。

内訳は以下のとおりであります。

・委託手数料 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37百万円

・取引所為替証拠金取引に係る受取手数料 　　　　　５億38百万円

・その他の受入手数料 　　　　　　　　　　　　　　　　２百万円

　

② トレーディング損益

　当第１四半期連結累計期間におけるトレーディング損益は、８億94百万円の利益となりました。

これは店頭ＦＸ取引によるものであります。

　

③ 金融収支

　当第１四半期連結累計期間における金融収益は、３百万円となりました。

　一方、金融費用は０百万円となり、これを差し引いた金融収支は２百万円となりました。

　当第１四半期連結累計期間での金融収支の主な発生要因はＣＦＤ取引によるものであります。

　

④ 販売費・一般管理費

　当第１四半期連結累計期間における販売費・一般管理費は、10億67百万円となりました。

　主な内訳は以下のとおりであります。

・取引関係費 　　　　　　　　　　　　　　　　　　４億15百万円

・人件費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２億29百万円

・不動産関係費 　　　　　　　　　　　　　　　　　２億89百万円

・事務費 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13百万円

・減価償却費　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　91百万円

・租税公課 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12百万円

・その他 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16百万円

　

⑤ 営業外収益

　当第１四半期連結累計期間においては41百万円の営業外収益を計上しており、その内訳は以下のとおりでありま

す。

・受取配当金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 32百万円

・その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ８百万円

　

⑥ 営業外費用

　当第１四半期連結累計期間においては１百万円の営業外費用を計上しており、その内訳は以下のとおりでありま

す。

・自己株式取得費用 　　　　　　　　　　　　　　　　　１百万円

・為替差損 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０百万円

・その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０百万円

　

⑦ 特別利益

　当第１四半期連結累計期間においては24百万円の特別利益を計上しており、その主な内訳は以下のとおりであり

ます。

・金融商品取引責任準備金戻入　　　　　　　　　　　　 24百万円　
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  なお、当第１四半期連結会計期間末の資産、負債及び純資産の状況は次のとおりであります。

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は996億33百万円となりました。

この内、流動資産は944億61百万円となりました。流動資産の主な内訳は、現金・預金29億44百万円、預託金169億

46百万円、短期差入保証金634億40百万円、外為取引未収入金109億78百万円であります。

また、固定資産は51億72百万円となりました。内訳は有形固定資産79百万円、無形固定資産９億５百万円、投資そ

の他の資産41億87百万円であります。

　

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は878億28百万円となりました。

この内、流動負債は863億91百万円となり、その主な内訳は受入保証金761億83百万円、外為取引未払金96億53百万

円であります。

また、固定負債の残高は13億87百万円となりました。

　

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は118億５百万円となりました。

内訳としては株主資本93億81百万円、その他の包括利益累計額24億円、新株予約権22百万円であります。

この結果、自己資本比率は11.8％となりました。

　

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3) 研究開発活動

　　該当事項はありません。

(4) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　　当社は、取引所ＦＸ「くりっく365」及び店頭ＦＸ「ＦＸ24」、「シストレ24」を中核事業とし、サービスを展開し

ております。「くりっく365」の最大手として取引所ＦＸのトップブランドを構築するほか、「シストレ24」のよう

な差別化されたサービスの品質向上を目指し、顧客数、預り証拠金等の事業基盤の強化を行ってまいります。

　　また、平成25年２月には当社初となる海外子会社をオーストラリアに設立しており、７月より事業を開始しており

ます。今後は世界最高品質のＦＸサービスを海外で提供することで、当社のグローバル化を進めてまいります。

    同時に、「お客様が安心して資産を託すことができる」企業として認知されるよう、コンプライアンス体制の維

持及び継続的な改善、顧客の視点に立った商品・サービスの提供に努めてまいります。

    しかしながら、顧客のニーズや市場環境に適応できず、方針の転換を余儀なくされた場合には、当社の経営成績や

財政状態に影響を及ぼす可能性がありますが、顧客獲得と預り資産の拡大につとめ、安定的な収益体制の構築を進

めてまいります。 

　

(5) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社の運転資金は自己資本で賄っており、今後の設備及び有価証券等への投資を考慮しても十分な流動性を有し

ていると考えております。

  また、運転資金の効率的な調達を行うため、取引金融機関３行との間で当座貸越契約（極度融資枠５億円）を締

結しております。なお、当第１四半期連結会計期間における借入実績はありません。　

EDINET提出書類

インヴァスト証券株式会社(E03821)

四半期報告書

 7/28



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,411,400 6,411,400

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株　

計 6,411,400 6,411,400 ― ―

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成25年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使（会社法に

基づき発行されたストックオプション）により発行された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

 平成25年４月１日

（注）　
6,347,2866,411,400 ― 5,965 ― 2,313

（注）株式分割（１：100）によるものであります。

　

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

インヴァスト証券株式会社(E03821)

四半期報告書

 8/28



（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式145,100 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式6,266,300 62,663 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 6,411,400 ― ―

総株主の議決権 ― 62,663 ―

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

２．平成25年３月８日開催の取締役会決議により、平成25年４月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株

式分割を行い、単元株式数を100株としております。そのため、上記株式数は、株式分割後の株式数を記載してお

ります。

３．当第１四半期連結会計期間において自己株式の取得を実施したため、平成25年６月30日現在の自己株式数は

303,800株（発行済株式総数に対する割合4.74%）であります。

　

②【自己株式等】

平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

インヴァスト証券株式会社
東京都港区西新橋一丁

目６番21号
145,100　― 145,100　 2.26　

計 ― 145,100　―　 145,100　 2.26　

（注）１．平成25年３月８日開催の取締役会決議により、平成25年４月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式

分割を行い、単元株式数を100株としております。

そのため、上記株式数は、株式分割後の株式数を記載しております。

　　　２．平成25年１月29日開催の取締役会決議及び平成25年５月10日開催の取締役会決議（取得枠の拡大決議）に基づ

き、当第１四半期会計期間に次のとおり自己株式の取得を実施いたしました。

① 取得した株式の種類　 当社普通株式

② 取得した自己株式の総数 158,700株

③ 取得価額の総額 210百万円

④ 発行済株式総数に対する割合 2.48％　

　
上記の自己株式の取得の結果、平成25年６月30日現在の自己株式の保有状況は次のとおりであります。

① 保有する自己株式の総数 303,800株

② 発行済株式総数に対する割合 4.74％
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２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、金融商品取引業固有の事項のうち主なものについては、四半期連結財務諸表規則第61条及び第82条の規定に基づ

いて、「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成19年内閣府令第52号）及び「有価証券関連業経理の統一に関する

規則」（昭和49年11月14日付日本証券業協会自主規制規則）に準拠して作成しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、比較情報は記載しておりません。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成25

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金・預金 2,944

預託金 16,946

顧客分別金信託 2,054

顧客区分管理信託 14,861

その他の預託金 31

トレーディング商品 0

短期差入保証金 63,440

外為取引未収入金 ※1
 10,978

その他 ※2
 152

流動資産計 94,461

固定資産

有形固定資産 79

無形固定資産 905

投資その他の資産 ※2
 4,187

固定資産計 5,172

資産合計 99,633

負債の部

流動負債

受入保証金 76,183

外為取引未払金 ※3
 9,653

未払法人税等 40

役員賞与引当金 22

賞与引当金 48

その他 443

流動負債計 86,391

固定負債

繰延税金負債 1,330

その他 57

固定負債計 1,387

特別法上の準備金

金融商品取引責任準備金 ※4
 48

特別法上の準備金計 48

負債合計 87,828
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,965

資本剰余金 2,809

利益剰余金 974

自己株式 △366

株主資本合計 9,381

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,400

為替換算調整勘定 △0

その他の包括利益累計額合計 2,400

新株予約権 22

純資産合計 11,805

負債・純資産合計 99,633
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

営業収益

受入手数料 577

委託手数料 37

取引所為替証拠金取引に係る受取手数料 538

その他の受入手数料 2

トレーディング損益 ※1
 894

金融収益 3

その他の営業収益 0

営業収益計 1,476

金融費用 0

純営業収益 1,475

販売費・一般管理費

取引関係費 ※2
 415

人件費 229

不動産関係費 ※3
 289

事務費 13

減価償却費 91

租税公課 12

その他 16

販売費・一般管理費計 1,067

営業利益 407

営業外収益

受取配当金 32

その他 8

営業外収益計 41

営業外費用

自己株式取得費用 1

為替差損 0

その他 0

営業外費用計 1

経常利益 446

特別利益

金融商品取引責任準備金戻入 24

特別利益計 24

税金等調整前四半期純利益 471

法人税、住民税及び事業税 39

法人税等調整額 △0

法人税等合計 39

少数株主損益調整前四半期純利益 431

四半期純利益 431
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 431

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 387

為替換算調整勘定 △0

その他の包括利益合計 387

四半期包括利益 818

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 818
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　当第１四半期連結会計期間より、Invast Financial Services Pty Ltd.は、今後、重要性が増すと考えられるため、連

結の範囲に含めております。

　また、Invast Financial Services Pty Ltd.の決算日は12月31日であります。

　四半期連結財務諸表の作成にあたっては、同社の四半期決算日の財務諸表（平成25年３月31日）を使用し、平成25年

４月１日から四半期連結決算日平成25年６月30日までの期間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を

行っております。

　

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．外為取引未収入金

　　　外為取引未収入金の主な内訳は、外国為替証拠金取引に係る評価損益及び未収スワップポイント等、ＣＦＤ取

引に係る評価損益及び未収金利等であります。

　

※２．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額　

　
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

流動資産 0百万円

投資その他の資産 12　

　　

※３．外為取引未払金

　　　外為取引未払金の主な内訳は、外国為替証拠金取引に係る評価損益及び未払スワップポイント等、ＣＦＤ取引

に係る評価損益及び未払金利等であります。

　

※４．特別法上の準備金の計上を規定した法令の条項は、次のとおりであります。

金融商品取引責任準備金　 金融商品取引法第46条の５第１項

　

  ５．当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引金融機関３行と当座貸越契約を締結しております。

　これらの契約に基づく当事業年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

当座貸越極度額 500百万円

借入実行残高 ―　

差引額 500
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（四半期連結損益計算書関係）

※１．トレーディング損益の内訳

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
  　至　平成25年６月30日）　

実現損益 386百万円

評価損益 508

計 894

　

※２．取引関係費の内訳　

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
  　至　平成25年６月30日）

取引所協会費 118百万円

広告宣伝費 242

その他　 54

計 415

　　

※３．不動産関係費の内訳　

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
  　至　平成25年６月30日）　

不動産費 28百万円

器具・備品費 261

計 289
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

  なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のと

おりであります。

　なお、のれんの償却額はありません。　

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

減価償却費 91百万円
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）　 

１．配当に関する事項　

配当金支払額　

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日

定時株主総会
普通株式 187 3,000 平成25年３月31日 平成25年６月26日利益剰余金

（注）当社は、平成25年４月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っておりますが、上記配当について

は、当該株式分割前の株式数を基準に配当を実施しております。

　

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成25年１月29日開催の取締役会決議及び平成25年５月10日開催の取締役会決議（取得枠の拡大決議）に

基づき、自己株式158,700株の取得を行いました。この結果、当第１四半期連結累計期間において自己株式が210百万円

増加し、当第１四半期連結会計期間末において自己株式が366百万円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：百万円）

　
報告セグメント

その他 合計 調整額

四半期連結損

益計算書計上

額取引所ＦＸ取引 店頭ＦＸ取引 計

純営業収益 435　 　882　1,318 　29 　1,348　127 　1,475

セグメント利益　 251　 　138 　390 　17 　407 ―　 　407

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、差金決済取引（証券・

商品ＣＦＤ）、取引所株価指数証拠金取引（くりっく株365）事業を含んでおります。

　　　２．純営業収益の調整額127百万円は報告セグメント事業における取引関係費（取引所清算手数料等）で

あり、それぞれのセグメントの純営業収益は当該調整額と相殺しております。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書上の営業利益と一致しておりますので、調整額を計上して

おりません。したがって、セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益を表しております。
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（金融商品関係）

当第１四半期連結会計期間（平成25年６月30日）

　会社の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、期首に比べて著しい変動が認められるものは、次のとお

りであります。

　
四半期連結貸借対照表

計上額（百万円）　
時価（百万円）　 差額（百万円）　

(1)預託金

(2)短期差入保証金

(3)外為取引未収入金

16,946　

63,440

9,539

16,946　

63,440

9,539

―　

―　

―　

資産計 89,925 89,925 ―　

(1)受入保証金

(2)外為取引未払金

76,183

9,539

76,183

9,539

―　

―　

負債計 85,722 85,722 ―　

デリバティブ取引（*1）

　ヘッジ会計が適用されていな

いもの

　

1,439

(114)

　

1,439

(114)

　

―　

（―）　

デリバティブ取引計 1,325 1,325 ―　

（*1）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しております。

      なお、貸借対照表へは、外為取引未収入金に正味の債権1,439百万円を計上しており、外為取引未払金に正味の債務
114百万円を計上しております。

　

（注）金融商品の時価の算定方法

　

資　産

(1)預託金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。

　

(2)短期差入保証金

日々計算による出し入れを行っているため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっており

ます。

　

(3)外為取引未収入金

主たる構成要素であるデリバティブ取引の評価損益については、日々洗替え計算を行っており、時価は帳簿価額と

近似していることから、当該帳簿価額によっております。

　

負　債

(1)受入保証金

日々計算による出し入れを行っており、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。

　

(2)外為取引未払金

主たる構成要素であるデリバティブ取引の評価損益については、日々洗替え計算を行っており、時価は帳簿価額と

近似していることから、当該帳簿価額によっております。

　

デリバティブ取引　

注記事項「デリバティブ取引関係」をご参照下さい。
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（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間（平成25年６月30日）

　その他有価証券が企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ期首に比べて著しい変動が認

められます。

　

その他有価証券

　 取得原価（百万円）
四半期連結貸借対照
表計上額（百万円）

差額（百万円）

株式 320 4,049 3,729

合計 320 4,049 3,729

（注）非上場株式（連結貸借対照表計上額30百万円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難

と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。　
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（デリバティブ取引関係）

当第１四半期連結会計期間（平成25年６月30日）

　対象物の種類が通貨であるデリバティブ取引が、会社の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、期首

に比べて著しい変動が認められます。

　

通貨関連

　 

（顧客との取引）

種類
契約額等
（百万円）

契約額等の
うち１年超　
（百万円）　

時価
（百万円）　

評価損益
（百万円）

 通貨 　 　 　 　

 　外国為替証拠金取引 　 　 　 　

売建 52,331 ―　 844 844

買建 25,287 ―　 453 453

 合　　計 1,298　 1,298

時価の算定方法：取引先銀行の提示したレートに基づき評価を行っております。

 

（カウンターパーティーとの取引）

種類
契約額等
（百万円）

契約額等の
うち１年超　
（百万円）　

時価
（百万円）　

評価損益
（百万円）

 通貨 　 　 　 　

 　外国為替証拠金取引 　 　 　 　

売建 115,061 ―　 △103 △103

買建 140,731 ―　 129 129

 合　　計 26　 26

時価の算定方法：取引先銀行の提示したレートに基づき評価を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 69円84銭

（算定上の基礎） 　

四半期純利益金額（百万円） 431

普通株主に帰属しない金額（百万円） ―　

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 431

普通株式の期中平均株式数（株） 6,176,956

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 68円73銭

（算定上の基礎） 　

四半期純利益調整額（百万円） ―

普通株式増加数（株） 100,365

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在

株式で、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

―
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月12日

インヴァスト証券株式会社
取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 千葉　達也　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 出口　賢二　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているインヴァスト証券

株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、インヴァスト証券株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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